
「
気
の
毒
だ
」
と
い
う
心
情
へ
と
、
し
ば
し
ば
発
展
し
て
い
る
。
場

面
、
状
況
に
よ
っ
て
、
乙
の
一
語
か
ら
読
み
取
ら
れ
る
心
情
は
違
っ

て
く
る
。
多
義
性
と
酸
味
さ
を
備
え
た
語
と
も
言
え
る
。
ま
た
、
腕

曲
表
現
宇
佐
好
ん
だ
、
平
安
の
女
流
文
学
に
、
「
あ
い
な
し
」
が
多
く

用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
「
あ
い
な
し
し
の
多
義
性
暖
昧
き
が
、
腕
曲

性
と
結
び
つ
い
た
結
果
で
あ
る
と
言
え
な
い
だ
ろ
う
か
。

補
注

注
( 1) 

『
源
氏
物
語
』
は
、

そ
の
他
の
作
品
は
、

書
店
）
に
拠
る
。

日
本
文
学
全
集
（
小
学
館
）
に
拠
る
。

す
べ
て
、
日
本
古
典
文
学
大
系
（
岩
波

参
考
文
献

「
源
氏
物
語
語
義
の
研
究
』
山
崎
良
幸
（
風
間
書
房
）

『
平
安
女
流
文
学
の
と
と
ば
』
木
之
下
正
雄
（
至
文
堂
）

『
「
源
氏
物
語
K
な
け
る
あ
い
左
し
」
に
つ
い
て
』

行
本
と
よ
子
（
国
語
学
論
説
資
料
第
二
二
号
第
四
冊
）

『
源
氏
物
語
k
b
け
る
「
あ
い
乏
し
」
考
』

河
島
知
子
（
四
三
年
度
熊
本
女
子
大
学
卒
業
論
文
）

熊
本
県
鹿
本
郡
植
木
町
の
方
言
研
究
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日

次

序
論

第
一
章

第
二
章

植
木
町
の
方
言
文
法
l
動
詞
l

植
木
町
方
言
調
査
に
よ
る
特
徴
的
左
語
の
分
布
と
概
観

結

び

序
論

人
々
は
地
域
社
会
に
な
い
て
、
い
か
左
る
言
語
生
活
を
営
ん
で
い

る
の
だ
ろ
う
か
。
年
齢
・
性
別
・
職
業
等
の
違
い
が
実
際
の
一
言
語
生

活
に
与
え
る
影
響
K
着
眼
し
て
、

ζ

こ
で
は
筆
者
の
出
身
地
で
あ
り
、

熊
本
方
言
の
中
核
で
も
あ
る
鹿
本
郡
植
木
町
を
調
査
地
点
K
選
び
、

二
十
八
回
生

高

木

ち

か

子

植
木
町
に
な
け
る
言
語
生
活
の
実
状
を
明
ら
か
に
す
る
。
と
同
時
K

熊
本
方
言
全
般
K
わ
た
っ
て
現
状
を
克
明
K
し
た
い
と
思
い
、
と
ζ

に
植
木
町
の
方
一
吉
を
と
り
あ
げ
た
の
で
あ
る
。

第
一
章
植
木
町
の
方
言
文
法
！
動
詞
｜

動
詞
の
活
用

活
用
形
の
名
称
は
‘
な
る
べ
く
教
科
文
典
の
そ
れ
と
関
係
づ
け
る
様
、

心
が
け
た
。

形
態
上
差
が
あ
る
た
め
、
未
然
形
を
否
定
形
と
将
然
形
に
分
か
ち
、

形
態
上
差
が
念
い
と
ζ

ろ
か
ら
終
止
形
K
連
体
形
を
含
め
、
あ
る
程

度
話
し
言
葉
に
合
わ
せ
た
。



動詞活用表

基
す 来 出教おお 着 起 蹴 死 挟

えしそ き 本
る る る る る る る 足立 〈

形

。。。オ キ O オ オケ シ サ
至ロ五ロ

シソ キ 幹

セサ コ アアェ フ キラ
否

キフ ナ コ台、
フ フ フ ん 定

シシ コ ア ニエ ロ キロ キロ ノ コ 将
ニi ロ l 口

l然

シ キ ア 二E キリ キリ 一 キ 連

ま
用ナ

f、、
7’ごとE' 

シ キ ア コニ キ キ キツ ニノ イ
、、dノ

ツ ツ t-c 
了

終

ススククデデエユツ凡キキツルキキノレ ヌヌヌク
止ツ ノレ ツ ノレ ツノレノレノレ ツノレ ツノレ ツノレ

ス ク ア エユレ キレ ネケ
仮

キレ ヌ
レ レ レ レレ レ レ レ ば 定

シセヤコケデデ エ エ ロ レ キ キ ロ レ キ キ レ ロ ネ
命

ケ
ロロ イ ロ レノロ ロレ ロレ メ寸~、

活
サ カ 占r ヤ プ カラ カラ ナ カ 用

行 の． 
穫

変 変 下 下 五 上五 上五 五 五

一 一 一 段 類
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共

語

植
木
方
言

通

語

文

A

活
用
形
略
記

命
令
形
は
ヨ
（
起
キ
引
）
を
用
い
る
こ
と
は
左
く
、
専
ら
レ

キ
叫
）
、
ロ
（
起
キ
叫
）
を
使
う
。

文
語
で
下
一
段
活
用
の
「
蹴
る
」
は
五
段
活
用
で
あ
る
。

「
死
ぬ
」
は
終
止
形
（
死
引
川
）
と
仮
定
形
（
死
斗
叶
ば
）

K
古
形

を
残
し
て
い
る
が
宜
段
活
用
に
統
一
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

上
一
段
活
用
の
「
起
き
る
」
、
「
着
る
」
は
連
用
形
が
そ
れ
ぞ
れ

起
剖
川
ま
す
。
調
川
ま
す
、
と
も
活
用
す
る
の
で
五
段
活
用
に
も
左

る。
下
二
段
活
用
の
動
詞
は
口
語
で
は
下
一
段
活
用
K
転
じ
て
い
る
が
、

九
州
方
言
だ
け
は
下
二
段
活
用
の
ま
ま
で
残
っ
て
い
る
。

B
、
精
用
形
の
用
法

＠
否
定
形
否
定
法
ン
、
使
役
法
ス
ル
・
サ
ス
セ
受
身
・
自
発
剖

・
可
能
及
び
尊
敬
法
の
ル
ル
・
一
フ
ル
ル
、
ス
ラ
ス
が
下
接
す
る
。
－

＠
将
然
形
単
独
で
意
志
表
現
に
当
る
他
、
助
動
詞
で
は
様
態
法

ゴ
タ
ル
・
助
詞
で
は
勧
誘
の
終
助
詞
パ
イ
（
早
オ
行
司
パ
イ
）
、
イ

（
早
オ
行
司
イ
）
左
ど
を
下
接
さ
ぜ
る
。

の
連
用
形
願
望
法
タ
カ
‘
可
能
法
キ
ル
、
ダ
ス
打
消
・
推
量
法

ミ
ャ
ア
、
尊
敬
法
ナ
ペ
補
助
用
言
的
念
ク
ダ
ハ
ル
、
ナ
ハ
ル
、
ヨ

ル
、
接
続
助
詞
テ
、
ナ
ガ
ル
念
ど
が
下
援
し
得
る
。

＠
完
了
形
過
去
法
タ
及
び
接
続
助
詞
テ
を
下
接
さ
せ
る
。

＠
終
止
形
終
止
法
の
他
．
推
量
法
ジ
ャ
口
、
ゴ
タ
ル
を
は
じ
め

終
助
詞
、
接
続
助
詞
の
殆
ど
を
下
接
さ
せ
る
。

＠
仮
定
形
接
続
助
詞
パ
を
下
接
さ
せ
る
。
と
の
方
言
で
は
完
了

形
仮
定
法
（
行
汁
則
一
フ
）
、
終
止
形
仮
定
法
（
行
列
ト
・
行
列
ト
シ

（起



ャ
ガ
・
行
列
ナ
ラ
）
の
勢
力
が
大
き
h
。

①
命
令
形
単
独
で
命
令
法
に
当
る
他
終
助
詞
ヨ
（
早
オ
行
列

ヨ
）
・
ヤ
を
ど
を
下
接
さ
せ
る
。
こ
の
方
言
で
は
、
連
用
形
命
令
法

（
早
オ
行
削
ナ
ハ
リ
・
任
J
F
1

戸
ア
セ
・
早
オ
起
剤
－
フ
イ
）
の
勢
力
が
大

き
い
。第

二
章

植
木
町
方
一
一
一
一
同
調
査
に
よ
る
特
徴
的
な
語
の
分
布
と
概
観

『
臼
本
言
語
地
図
』
の
二
八
五
項
目
す
べ
て
に
わ
た
っ
て
調
査
を

行
念
っ
た
が
、
そ
の
す
べ
て
を
論
述
す
る
と
と
は
紙
面
的
K
無
理
で

あ
る
し
、
ま
た
そ
れ
程
の
特
徴
も
見
ら
れ
ず
、
論
ず
る
必
要
の
左
い

項
目
も
多
い
の
で
そ
れ
ら
は
省
〈
。

そ
ζ

で
、
と
乙
で
は
二
八
五
項
目
の
う
ち
、
あ
る
程
度
特
徴
が
み

ら
れ
、
述
べ
る

K
値
す
る
と
思
わ
れ
る
項
目
を
抽
出
し
、
年
齢
層
を

中
心
と
し
て
分
類
し
・
論
じ
て
い
と
う
と
思
う
。

〔
注
〕

①
文
章
中
k
b
け
る
方
言
形
は
す
べ
て
カ
タ
カ
ナ
と
す
る
。

②
省
略
形
と
し
て
、
老
人
の
男
性
は
老
・
男
、
町
の
中
年
は
町
・

中
、
農
村
の
青
年
は
農
a

青
念
ど
と
す
る
。

付
老
年
層
と
中
・
青
年
層
で
言
い
方
の
違
う
語

家
〈
一
九
一
）
、
ま
め
〈
じ
（
二
三
九
）

。
老
・
中
年
層
と
青
年
層
で
一
言
い
方
の
違
う
語

火
事
の
音
韻
（
三
）
、
陸
し
い
（
三
十
）
（
三
一
）
、
片
足
跳
び

吃
す
る
（
五
回
）
（
五
五
）
、
八
天
秤
棒
を

V
掛
♂
（
六
七
）
、

八
二
人
で

V
担
ぐ
（
六
八
）
、
盾
毛
（
一
一
一
）
、
竹
馬
（
一
四
四
）

か
ぼ
ち
ゃ
（
一
八

O
）
、
案
山
子
（
一
九

O
）
、
ふ
く
ろ
う
（
三
一
口

蛙
今
こ
る
、
か
ま
き
り
（
二
二
九
）
、
つ
ら
ら
（
二
六
二
）
、

ぼ
う
ぼ
う
（
ふ
く
ろ
う
の
鳴
き
声
）
（
二
九
八
〉
（
二
九
九
U

白
老
年
層
、
中
年
層
、
青
年
層
で
そ
れ
ぞ
れ
一
言
h

方
の
違
う
語

肩
車
（
一
四
九
）
、
か
た
つ
む
り
（
二
三
占
ハ
）

四

年

齢

K
関
係
念
〈
方
言
が
使
わ
れ
る
語

も
の
も
ら
い
（
一
一
一
一
）
、
か
か
と
（
一
一
一
九
）
、
井
戸
（
一
九
・
七
）

裂
片
（
二
四
九
）
、
旋
風
土
一
六
四
）

伺
そ
の
他
特
徴
の
あ
る
語

hv
て
だ
ま
（
一
四
五
）
、
か
ど
（
一
九
六
）
（
二
九
七
）
、
梅
雨

（
二
五
四
）
、
一
昨
晩
（
二
七
七
）
、
昨
晩
（
二
七
九
）

以
上
あ
げ
た
二
八
項
目
K
つ
い
て
、
次
K
く
わ
し
く
論
じ
て
い
く
。

語
末
の
け
の
数
は
『
日
本
言
語
地
図
』
の
調
査
項
目
番
号
で
あ
る
。
一

村
、
老
年
層
と
中
・
青
年
層
で
言
い
方
の
違
う
語

U

〔
家
〕
農
・
老
が
工
、
町
・
青
が
ウ
チ
、
他
は
イ
エ
と
言
う
。
－

『
日
本
言
語
地
図
』
の
分
布
か
ら
す
る
と
イ
エ
類
は
ウ
チ
類
よ
り
古

い
分
布
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
イ
エ
類
は
東
日
本
と
西
日
本
に
分

布
し
・
ウ
チ
類
は
関
東
の
み
に
分
布
す
る
か
ら
で
あ
る
。
イ
エ
類
の

う
ち
イ
エ
が
近
級
、
中
園
、
四
園
、
九
州
東
部
K
、
エ
・
ェ

l
が
東

日
本
と
和
歌
山
、
九
州
中
南
部
K
そ
れ
ぞ
れ
分
布
し
て
い
る
。
エ
と

い
う
の
は
イ
エ
が
つ
づ
ま
っ
た
の
で
あ
る
う
か
。
調
査
結
果
か
ら
目
見

る
と
植
木
で
も
一
般
に
イ
エ
が
使
わ
れ
て
い
る
乙
と
が
わ
か
る
。

〔
念
め
〈
じ
〕
農
・
老
が
ハ
ダ
カ
ナ
メ
ク
ジ
で
他
は
ナ
メ
ク
ジ

と
言
う
。
ハ
ダ
カ
ナ
メ
ク
ジ
と
一
言
う
理
由
は
、
カ
タ
ツ
ム
リ
と
ナ
メ

ク
ジ
は
元
来
同
じ
も
の
で
あ
っ
て
、
カ
タ
ツ
ム
リ
の
乙
と
を
ナ
メ
ク

ジ
と
言
う
た
め
、
「
左
め
く
じ
」
は
「
か
た
つ
む
り
」
の
殻
が
と
れ



た
も
の
と
し
て
、
ハ
ダ
カ
ナ
メ
ク
ジ
と
言
っ
た
の
で
あ
る
う
。
全
体

的
傾
向
と
し
て
は
共
通
語
K
統
一
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

。
老
、
中
年
層
と
青
年
層
で
言
い
方
の
違
う
語

〔
火
事
の
音
韻
〕
カ
ジ
の
カ
は
老
・
中
で
は
ク
ヲ
、
青
年
で
は

カ
と
発
音
す
る
。
た
だ
し
町
の
人
は
す
べ
て
カ
と
発
音
す
る
。

『
日
本
一
言
語
地
図
』
を
み
る
と
ク
ヮ
、
と
発
音
す
る
地
域
と
し
て

東
北
、
北
陸
、
九
州
が
あ

b
、
か
念
－
P
広
〈
分
布
し
て
い
る
。
分
布

状
況
か
ら
み
て
も
古
い
発
音
で
あ
る
と
と
が
わ
か
る
。
植
木
町
の
傾

向
と
し
て
は
、
青
年
が
す
べ
て
カ
で
あ
り
、
ま
た
中
・
老
年
層
に
も

カ
を
使
う
人
が
い
る
と
と
か
ら
カ
の
勢
力
が
強
〈
念

b
つ
つ
あ
る
と

い
え
る
。

〔
ま
ぶ
し
い
〕
マ
パ
イ
カ
が
一
般
的
で
老
人
に
マ
パ
ユ
ヵ
、
メ

パ
イ
カ
と
言
う
人
が
い
る
。
又
青
年
は
マ
プ
シ
カ
が
多
い
。

『
日
本
一
言
語
地
図
』
を
み
れ
ば
‘
共
通
語
形
が
使
用
さ
れ
て
い
る

が
域
は
主
と
し
て
関
東
地
方
で
あ
っ
て
．
そ
の
領
域
は
案
外
と
狭
い
。

関
西
‘
中
園
、
四
圏
、
九
州
は
マ
パ
イ
カ
の
勢
力
が
か
念

b
強
い
。

植
木
で
は
表
現
法
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、
皆
同
一
類
だ
と
み
在
す

事
が
で
き
る
。

乙
の
調
査
結
果
か
ら
、
や
は

b
若
年
層
ほ
ど
共
通
語
K
近
く
在
っ

て
い
る
と
い
え
る
が
、
「
ヵ
語
尾
」
の
勢
力
は
以
前
と
し
て
強
い
。

〔
か
た
あ
し
と
び
を
す
る
〕
カ
タ
ア
シ
ト
ピ
を
中
・
老
は
ス
ツ

ク
ン
ギ
ョ
と
言
h

．
青
は
ク
ン
ク
ン
と
言
う
。

ス
ッ
ク
ン
ギ
ョ
と
い
う
の
は
昔
の
童
歌
か
ら
出
た
も
の
で
あ
る
ら

し
い
。ク

ン
ケ
ン
は
ヒ
ト
ク
ン
ケ
ン
、

7

シ
ク
ン
ク
ン
、

ピ
ッ
コ
ケ
ン
ク

ン
袋
一
い
か
ら
上
略
が
行
念
わ
れ
た
形
だ
と
思
わ
れ
る
。

地
図
』
五
四
・
五
五
図
参
照
）

植
木
で
は
青
年
層
が
ス
ッ
ク
ン
ギ
ョ
を
ま
っ
た
く
使
わ
左
い
し
、

中
年
層

K
も
タ
ン
ク
ン
を
使
う
人
が
い
る
と
と
ろ
か
ら
‘
と
の
語
は

ク
ン
ク
ン
に
統
一
さ
れ
る
傾
向
K
あ
る
。
－
な
hv
動
詞
の
形
で
求
め
る

乙
と
が
出
来
一
な
か
っ
た
が
、
一
般
に
は
助
詞
を
抜
か
し
て
ス
ツ
ク
ン

ギ
ョ
ス
ル
、
ク
ン
ケ
ン
ス
ル
と
言
う
。

〔
八
天
秤
棒
を

V
か
つ
ぐ
・
八
二
人
で

V
か
つ
ぐ
〕
①
八
天
秤

棒
を

V
カ
ツ
グ
、
②
八
二
人
で

V
カ
ツ
グ
、
と
し
て
比
較
表
を
作
っ

て
み
た
。

（『日本言語

町 農 町 農 町
農村

村 村

青 青 中 中 老 老年
年 年 年 年 年

カ イ イ ーー イ
タ ナ ナ ナ ナ

グ ウウ ウ ウ。Jレ

,......_ ① 
無 カ

答 タ
、、，，

グ
ノレ

カ イ ナ 一ナ
ツナ カ ナ カ ② 
グ ウ ズ ウ ズ。 Jレ A〆

r、カ

無 タ ーー
答 グ ナ
、』J

ノレ ウ
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表
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
ナ
カ
ズ
ル
以
外
は
①
と
②
の
言
い
方
は

ほ
と
ん
ど
区
別
し
左
い
。

『
日
本
言
語
地
図
』
を
み
れ
ば
カ
タ
グ
ル
・
カ
タ
グ
ル
類
は
九
州

東
部
と
対
馬
に
分
布
す
る
。
ナ
カ
ズ
ル
は
九
州
西
部
K
あ
る
。
九
州

で
は
ナ
カ
ズ
ル
は
イ
ナ
ウ
に
と
り
固
ま
れ
て
い
る
と
と
ろ
か
ら
、
前

者
は
後
者
よ

b
新
し
い
表
現
と
考
え
ら
れ
る
。



〔
ま
ゆ
げ
〕
老
・
中
は
マ
ユ
グ
、
マ
イ
、
マ
イ
グ
、
ミ
ャ

1
4仏

ど
と
一
言
h
、
青
は
マ
ユ
と
言
う
。

ζ

れ
ら
を
分
類
す
る
と
マ
ュ
、
マ

ユ
グ
類
、
マ
イ
、
マ
イ
グ
類
、
ミ
ャ

l
類
の
三
つ
に
左
る
。
マ
ユ
の

音
韻
変
化
し
た
ミ
ャ
ー
は
中
・
男
し
か
使
わ
左
い
。

田
中
正
行
著
の
『
方
言
の
分
布
と
性
格
』
に
、
熊
本
市
で
は
マ
イ
、

十
イ
グ
．
鹿
本
郡
で
は
マ
ユ
グ
、
県
下
全
域
で
ミ
ャ

l
グ
を
使
用
す

る
と
あ
る
が
、
町
の
老
・
中
は
マ
イ
、
マ
イ
グ
を
使
う
と
い
う
調
査

結
果
か
ら
、
と
も
に
熊
本
市
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

〔
た
け
う
ま
〕
老
・
中
は
ア
ッ
サ
グ
、
サ
グ
ア
シ
、
サ
ギ
ア
シ

左
ど
と
言
い
、
青
は
す
べ
て
タ
ケ
ウ
マ
と
言
う
。
ア
ッ
サ
グ
、
サ
グ

ア
シ
‘
サ
ギ
ア
シ
は
ど
れ
も
鷺
足
か
ら
き
て
い
る
。
ほ
っ
そ
り
と
し

た
長
h

サ
ギ
の
足
に
た
と
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

『
日
本
一
言
語
地
図
』
を
み
れ
ば
、
ア
シ
サ
グ
は
九
州
に
多
〈
、
岩

手
に
も
一
一
地
点
み
ら
れ
る
。
ま
た
サ
ギ
ア
シ
、
サ
グ
ア
シ
は
日
本
の

ほ
ぼ
全
域

K
分
布
す
る
。
と
り
わ
け
サ
ギ
ア
シ
は
東
日
本
に
多
く
、

サ
グ
ア
シ
は
九
州
に
多
い
。

青
年
層
が
タ
ク
ウ
マ
と
し
か
言
わ
左
い
と
と
ろ
か
ら
、
共
通
語
化

の
傾
向
に
あ
る
と
い
え
る
。

〔
か
ぼ
ち
ゃ
〕
老
・
中
は
ボ

l
ブ
ラ
、
青
は
カ
ボ
チ
ャ
と
言
う
。

ポ
l
ブ
ラ
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
胆
ぴ

0
σ
0
2凶

K
由
来
す
る
と
言
わ
れ
、

カ
ボ
チ
ャ
は
同
じ
〈

2wgσ
門
ご
恒
三
】
。

σ
0
『
仏
の
下
略
で
あ
る

と
言
わ
れ
る
。
（
荒
川
惣
兵
衛
『
外
来
語
辞
典
』
（
一
九
六
七
）

『
日
本
言
語
地
図
』
を
み
れ
ば
ポ
プ
ラ
類
は
北
陸
、
中
園
、
四
園
、

九
州
左
ど
主
と
し
て
西
日
本
に
分
布
す
る
が
東
日
本
で
も
秋
田

K
集

中
的
に
み
ら
れ
る
。

植
木
で
は
ボ

l
プ
ラ
の
勢
力
も
依
然
と
し
て
強
い
が
一
般
的
傾
向

と
し
て
は
カ
ボ
チ
ャ

K
統
一
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

〔
か
か
し
〕
老
・
中
は
ほ
と
ん
ど
カ
ガ
シ
、
青
は
カ
カ
シ
と
い

う
。
た
だ
し
中

K
は
オ
ド
シ
と
言
う
人
も
い
る
。
カ
ガ
シ
は
県
下
で

は
鹿
本
郡
念
ど
で
用
い
ら
れ
、
オ
ド
シ
は
全
域

K
使
わ
れ
る
。

カ
ガ
シ
の
語
源

K
つ
い
て
は
た
と
え
ば
『
僅
言
集
覧
』

K
よ
れ
ば

「
：
：
：
本
獣
肉
を
焼
灸
り
て
串
K
挟
み
立
て
そ
の
臭
を
カ
ガ
シ
メ
て

な
と
ろ
か
す
故
に
、
カ
ガ
シ
と
云
と
い
へ
り
：
：
：
」
と
あ
る
よ
う

K

「
嘆
ぐ
」
を
源
と
す
る
。
乙
れ
よ
り
カ
ガ
シ
と
カ
カ
シ
（
案
山
子
）

の
語
源
は
異
左
る
と
い
え
る
。

植
木
で
は
一
般
的
傾
向
と
し
て
は
、
共
通
語
化
の
傾
向
が
み
ら
れ

る
が
．

ζ

の
語
は
農
村
で
使
わ
れ
る
語
で
あ
る
た
め
、
カ
ガ
シ
の
勢
一

力

も

続

〈

と

考

え

ら

れ

る

。

的

〔
ふ
〈
ろ
う
・
ぼ
う
ぼ
う
（
ふ
く
ろ
う
の
鳴
き
声
）
〕
一

フ
ク
ロ
ウ
の
と
と
を
老
・
中
は
コ
l
ゾ
（
ド
リ
）
、
青
は
フ
ク
ロ

ウ
と
言
う
。
た
だ
し
町
・
老
・
中
は
フ
ク
ロ
ウ
と
コ
l
ゾ
を
併
用
す

る。
コ
i
ゾ
と
い
う
の
は
、
フ
ク
ロ
ウ
の
鳴
き
声
か
ら
き
て
い
る
擬
声

語
で
あ
る
。
『
日
本
言
語
地
図
』
を
み
れ
ば
九
州
一
円
コ

l
ズ
類
を

使
う
。一

方
ふ
く
ろ
う
の
鳴
き
声
を
老
・
女
は
’
コ

1
ゾ
コ

l
ゾ
カ
レ
ク
ソ

ク
ウ
カ
と
言
い
、
そ
の
他
ゴ
ロ
ク
ト
ゴ

1

シ
ョ
、
コ
ー
ゾ
コ
l
ゾ
、

ホ

i
ホ

l
左
ど
と
言
う
c

カ
レ
ク
ソ
ク
ウ
カ
と
言
う
の
は
「
枯
糞
食

う
か
」
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
か
。
又
ゴ
ロ
ク
ト
ゴ

1
シ
ョ
は
「
五
、

六
斗
五
升
」
で
は
左
い
か
と
思
わ
れ
る
。
乙
の
語
は
『
日
本
言
語
地



図
』
か
ら
鳥
取
に
八
地
点
あ
る
も
の
と
大
分
、
宮
崎
、
熊
本
に
あ
る

も
の
と
に
二
大
別
で
き
る
。

乙
の
烏
は
今
で
も
見
か
け
る
ζ

と
も
少
念
い
し
、
そ
の
鳴
き
声
も

聞
か
念
い
の
で
．
教
育
、
マ
ス
コ
ミ
等
の
影
響
を
受
け
と
れ
か
ら
ま

す
ま
す
共
通
語
を
使
う
場
合
が
多
〈
念
る
と
思
わ
れ
る
。

（
か
え
る
〕
老
・
中
は
ワ
ク
ド
又
は
タ
ン
ギ
ャ
ク
・
ピ
キ
を
ど

と
言
h
、
車
問
は
ワ
ツ
コ
又
は
カ
エ
ル
と
一
寸
一
口
う
。
ワ
ク
ド
、
ヮ
ッ
コ
、

タ
ン
ギ
ャ
ク
は
す
べ
て
鹿
本
郡
で
使
わ
れ
て
い
る
方
言
で
、
ピ
キ
は

県
下
全
域
で
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
（
『
方
喜
一
一
口
の
分
布
と

性
格
』
参
照
）
鹿
本
郡
で
は
ヒ
キ
ガ
エ
ル
の
ζ

と
も
ワ
ク
ド
、
ワ
ッ

コ
と
言
う
が
、
植
木
で
は
カ
エ
ル
と
ヒ
キ
ガ
エ
ル
と
は
、
は
っ
き
り

区
別
し
て
い
る
の
で
混
乱
は
み
ら
れ
念
い
。

調
査
結
果
に
み
ら
れ
る
カ
エ
ル
は
、
は
じ
め
か
ら
使
わ
れ
て
い
た

の
で
は
左
〈
、
共
通
語
の
影
響
と
思
わ
れ
る
。
し
か
も
そ
れ
も
青
年

の
う
ち
の
わ
ず
か
で
あ
る
為
、
相
変
ら
ず
方
言
の
勢
力
の
強
い
語
で

あ
る
と
い
え
る
。

〔
か
ま
き
り
〕
中
年
以
上
は
ほ
と
ん
ど
オ
ガ
メ
と
言
ぃ
、
青
は

カ
マ
キ
リ
と
言
う
。
『
方
言
の
性
格
と
分
布
』
に
よ
れ
ば
、
本
来
鹿

本
郡
は
オ
ガ
メ
が
普
通

K
使
わ
れ
る
が
、
熊
本
市
で
は
「
オ
ガ
マ
ニ

ャ
ト

i
サ
ン
」
と
い
う
言
い
方
も
す
る
。
町
・
老
が
そ
う
言
う
の
は
、

熊
本
市
の
人
と
の
交
流
が
あ
っ
た
た
め
か
と
思
わ
れ
る
。

一
方
．
老
年
層
に
も
カ
マ
キ
リ
が
は
い
っ
て
き
て
い
る
と
と
ろ
か

ら、

ζ

の
語
も
共
通
語
化
の
傾
向

K
あ
る
。

〔
つ
ら
ら
〕
老
、
中
は
ホ
ダ
レ
、
青
は
ツ
ラ
ラ
と
言
う
。
『
物

類
称
呼
』
（
一
七
七
五
）

K
氷
柱
（
つ
ら
ら
）
の
と
と
を
西
国
（
九

州
）
近
江
辺

K
て
「
ほ
だ
れ
」
と
言
う
と
あ
り
、
今
で
も
県
下
で
は

か
－
な
り
広
い
地
域

K
残
っ
て
い
る
。
ホ
ダ
レ
は
「
氷
垂
れ
」
の
左
ま

っ
た
も
の
で
あ
り
、
一
方
ツ
ラ
ラ
は
張
り
つ
め
た
氷
の
と
と
で
意
味

が
違
う
。

中
年
層

K
も
ツ
ラ
ラ
と
言
う
人
が
い
る
と
と
ろ
か
ら
と
の
語
も
共

通
語
化
の
傾
向

K
あ
る
。

白
老
年
層
、
中
年
層
、
青
年
層
で
そ
れ
ぞ
れ
言
い
方
の
違
う
語

〔
か
た
ぐ
る
ま
〕
老
は
オ
ッ
ピ
ヒ
ョ
ウ
ニ
ノ
セ
ル
と
か
カ
タ
グ

ル
マ
念
ど
と
一
言
い
、
中
年
は
テ
ン
グ
ル
マ
と
言
い
、
車
問
は
カ
タ
グ
ル

マ
の
み
を
使
う
。

テ
ン
グ
ル
マ
は
手
車
の
転
じ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

名
詞
＋
助
詞
＋
動
詞
の
形
で
言
い
表
わ
し
て
、
特
別
左
名
詞
の
呼
一

び
名
の
念
い
地
域
が
県
下
に
は
多
〈
み
ら
れ
る
が
、
オ
ッ
ピ
ヒ
ョ
ウ
引

ニ
ノ
セ
ル
も
そ
の
一
つ
で
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
が
、
他

K
例
を
み

左
い
の
で
詳
し
い
事
は
わ
か
ら
左
い
。

植
木
で
は
主
に
カ
タ
グ
ル
マ
と
テ
ン
グ
ル
マ
が
使
わ
れ
て
い
る
が
、

テ
ン
グ
ル
マ
が
老
人

K
見
ら
れ
ず
中
年
だ
け
に
用
い
ら
れ
る
の
は
、

な
も
し
ろ
い
現
象
で
あ
る
。
老
人
の
使
う
カ
タ
グ
ル
マ
と
青
年
の
そ

れ
と
が
同
一
の
発
生
の
も
の
か
否
か
が
問
題
で
あ
る
。
た
ぶ
ん
老
人

の
も
の
は
、
九
州
北
部
に
残
存
し
て
い
た
以
前
か
ら
の
も
の
で
、
青

年
の
は
共
通
語
か
ら
き
て
い
る
も
の
で
あ
る
う
。
植
木

K
は
、
は
じ

め
は
カ
タ
グ
ル
マ
を
使
っ
て
い
た
が
、
途
中
に
他
地
方
か
ら
の
影
響

を
受
け
テ
ン
グ
ル
マ
が
介
入
し
た
た
め
、
中
年
だ
け
が
テ
ン
グ
ル
7

と
言
い
、
そ
の
あ
と
共
通
語
の
影
響
で
青
年
は
カ
タ
グ
ル
マ
と
一
言
う

よ
う
に
を
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
乙
の
語
に
つ
い
て
は
さ
ら
に



研究の余地がある。

〔かたつむり〕老はナメクジ、中はデンデンムシ、青

はカタツムリと言う。老年層でナメクジが使われているが、

カタツムリのととをナメクジと言い、共通語で言うナメク

ジは、ハダカナメクジと言って区別している。

積木ではナメクジは徐身Kすたれて、カタツムリとデy

デンムγが併用されていると思われる。

mw年齢K関係左〈方言が使われる語
〔ものもらい〕モノモライのととをすべての層がオヒ

メサンと言う。

〔かかと〕カカトのζとをアドと言う。九州・琉球列

島Kかけてアドが使われる。『物類称呼』K関東でカカト
というのを九州でアドと言うと出ている。

〔いど〕イドのζとをイガワという。イガワはイドと

カワの結合したものと考えられる。

〔とげ類①指にさざる木や竹の細片、②いばらやさんし

ょう左どのとげ〕

①と②の比較表

中 芳

c B A c B A 

ト グイ ク ト ト ク
グ イ グ ゲ イ

ク ! ① 、
イ ""' 

グ

n 、

タイ
‘除

グトグイ イグ イグ イグ グイ

グイ
② 

上
の
表
か
ら

ク
イ
は
①
の

方
だ
け
し
か

用
い
ず
、
イ

グ
・
イ
ガ
は

①
K
も
②
に

も
用
い
る
ζ

と
が
わ
か
る
。

又
①
の
万
で

中
年
K
草
類

の
場
合
は
ト

グ
、
竹
の
場
合
は
ヘ
グ
と
区
別
し
て
使
う
人
が
い
た
が
、
一
般
に

は
ほ
と
ん
ど
区
別
し
念
い
。
①
と
②
は
だ
い
た
い
区
別
し
て
使
わ

れ
て
い
て
、
①
は
ク
イ
、
②
は
イ
グ
が
多
〈
用
い
ら
れ
る
。

〔
つ
む
じ
か
ぜ
〕
ツ
ム
ジ
カ
ゼ
と
い
う
人
は
一
人
も
い
念
〈
て
、

ほ
と
ん
ど
の
人
が
風
の
大
小
K
関
係
左
〈
タ
ツ
マ
キ
と
言
う
。

国
そ
の
他
特
徴
の
あ
る
語

〔
b
て
だ
ま
〕
コ
ン
ポ
ト
リ
、
オ
ジ
ャ
メ
、
オ
シ
ト
、
オ
テ
ダ

マ
念
ど
と
言
う
。

オ
シ
ト
は
オ
ヒ
ト
ツ
類
K
は
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
乙
の
類
は
－
P

L

手
玉
遊
び
を
す
る
と
き
の
か
け
声
や
歌
の
文
句
左
ど
を
基
礎
と
し
て
一

命
名
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

『
日
本
言
語
地
図
』
を
み
る
と
西
日
本
の
か
ま
り
広
い
領
域
K
オ

ジ
ャ
ミ
類
が
分
布
す
る
。
『
日
本
言
語
地
図
』
に
は
全
部
で
二
四
三

種
の
な
手
玉
の
方
一
一
一
一
口
形
が
載
っ
て
な
り
、
極
め
て
種
類
の
多
い
語
で

あ
る
。〔

か
ど
〕
ニ
ワ
の
乙
と
を
カ
ド
と
い
う
地
域
と
カ
ド
は
角
、
入

口
の
と
と
を
言
う
地
域
と

K
分
か
れ
る
。
カ
ド
を
ニ
ワ
の
意
味
で
使

う
と
ζ

ろ
は
、
『
日
本
言
語
地
図
』
を
み
る
と
北
海
道
K
点
在
し
て

い
る
ほ
か
、
富
山
、
岐
阜
よ

b
西
の
近
畿
．
中
園
、
四
国
東
部
．
九

州
北
部
に
連
続
し
て
分
布
し
て
い
る
？
。

植
木
で
は
北
部
が
ニ
ワ
の
意
味
で
使
う
と
乙
ろ
か
ら
．
九
州
北
部

青
－

A

会｜会｜会

CIB 

よ｜？｜？



の
影
響
を
受
け
た
と
考
え
ら
れ
る
。

〔
つ
ゆ
〕
老
人
の
な
か
に
は
ナ
ガ
シ
と
言
う
人
も
い
る
が
ほ
と

ん
ど
ツ
ユ
と
言
う
。

「
全
国
方
言
辞
典
』
に
ナ
ガ
シ
・
ナ
ガ
セ

κつ
い
て
「
梅
雨
」
の

意
味
の
他

K
「
晩
夏
・
初
秋
の
頃
に
降
b
つ
づ
く
雨
」
の
意
味
を
載

せ
て
あ
る
o

こ
れ
よ
り
「
梅
雨
」
そ
の
も
の
を
指
す
ツ
ユ
と
は
や
や

性
格
が
違
う
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

〔
い
っ
さ
〈
ば
ん
、
さ
く
ば
ん
〕
サ
ク
パ
ン
の
乙
と
を
層
に
関

係
左
〈
ユ
｜
ベ
（
ヨ

1
ベ
）
と
言
っ
た
り
キ
ノ
ン
パ
ン
（
マ
エ
ン
パ

ン
）
と
言
う
。

ζ

の
調
査
結
果

K
よ
る
と
、
サ
ク
パ
ン
と
オ
ト
ト
イ
ノ
パ
ン
の
使

い
方

K
根
本
的
意
味
の
混
乱
を
き
た
す
恐
れ
が
あ
る
。
昨
晩
を
ュ
l

ベ
と
言
っ
た
人
は
一
昨
晩
を
キ
ノ
ン
パ
ン
と
言
う
。
一
方
昨
娩
を
キ

ノ
ン
パ
ン
と
い
う
人
も
多
い
。
そ
し
て
そ
れ
が
年
齢
、
地
域
左
ど
ま

る
で
関
係
左
〈
入
り
混
じ
っ
て
い
る
。
乙
れ
で
は
い
ろ
い
ろ
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ

l
γ

ョ
ン
の
上
で
誤
解
が
生
じ
る
で
あ
ろ
う
。
『
日
本
言
語
地
図
』

の
分
布
か
ら
寸
れ
ば
九
州
全
域
は
、
昨
晩
の
こ
と
を
キ
ノ
ン
パ
ン
と

一
言
い
、
安
定
し
て
い
る
よ
う

K
み
え
る
が
、
実
際
少
な
く
と
も
植
木

で
は
そ
う
で
は
ま
い
乙
と
が
こ
の
調
査
で
明
ら
か
に
左
っ
た
。

結

び

植
木
町
の
言
語
生
活
に
な
け
る
表
現
法
は
年
齢
に
関
係
左
〈
、
割

合
共
通
し
て
方
言
形
を
用
い
る
。
が
ぶ
語
実
面
で
は
若
年
層
は
か
な
り

共
通
語
化
の
傾
向
が
み
ら
れ
、
教
育
、
マ
ス
コ
ミ
等
の
影
響
を
免
れ

る
乙
と
は
で
き
左
い
。
言
い
換
え
れ
ば
「
テ
レ
ピ
や
ラ
ジ
オ
は
共
通

語
の
理
解
を
高
め
る
こ
と
に
影
響
を
与
え
‘
る
が
、
話
す
と
と
に
は
も

っ
と
ほ
か
の
条
件
が
加
わ
ら
左
h

と
進
ま
左
い
。
ほ
か
の
条
件
と
は

共
通
語
で
話
を
し
左
け
れ
ば
左
ら
左
い
よ
う
念
場
を
で
き
る
だ
け
多

〈
経
験
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
会
合
に
出
る
と
か
．
ほ

か
の
姉
域
、
こ
と
に
東
京
の
人
と
話
を
す
る
と
か
、
東
京
へ
出
る
と

か
左
ど
の
経
験
が
も
の
を
い
う
の
で
あ
る
。
」
と
紫
閉
武
氏
も
そ
の

著
『
日
本
の
方
言
』
の
左
か
で
述
べ
て
な
ら
れ
る
c

方
言
形
と
し
て
残
し
た
い
も
の
に
、
例
え
ば
「
ふ
く
ろ
う
の
鳴
き

声
」
左
ど
が
あ
る
。
『
日
本
言
語
地
図
』
の
分
布
を
み
れ
ば
‘
そ
の

鳴
き
声
か
ら
、
土
地
土
地
で
様
々
に
想
像
を
は
た
ら
か
せ
た
人
々
の

心
情
が
思
わ
れ
る
よ
う
だ
。

一
方
意
味
上
の
混
乱
を
き
た
す
も
の
は
共
通
語
化
の
必
要
が
あ
る
臼

と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
「
昨
晩
」
と
「
一
昨
晩
」
の
関
係
で
あ
る
。
－

乙
れ
か
ら
先
、
植
木
に
な
い
て
も
増
々
共
通
語
化
の
傾
向
が
み
ら

れ
る
と
思
う
が
、
そ
の
際
正
し
い
方
言
の
理
解
乙
そ
が
共
通
語
化
の

う
え
で
最
も
重
要
左
と
と
だ
と
考
え
る
。
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